
イベント・催し
第11回猪名川書法展
▶とき3月20日（日）～同21日（月）
午前10時～午後5時（21日は午
後4時まで）　▶ところ日生住民
センター　▶内容小・中学生か
ら一般まで約100点を展示　▶
主催町文化協会　▶後援町教育
委員会　▶問合せ同書法会穴澤
宅（☎766―6030）

募　集
税務職員（国税専門官）
▶採用予定約850人　▶受験資
格昭和57年4月2日～平成2年4月
1日生まれの人、平成2年4月2日
以降に生まれ大学を卒業した人
および、平成24年3月までに大
学を卒業見込みの人　▶試験の
程度大学卒業程度　▶試験日1
次＝6月12日　▶受付期間4月1
日～同14日　▶申込・問合せ伊
丹税務署（☎779―6121）

講座・教室
バドミントン初心者教室
▶とき4月3日・同9日（土）・同
17日・5月1日・同15日・同29日
（全6回、9日以外は日曜日、途
中参加可）午後1時30分～同4時　
▶ところ文化体育館　▶対象高
校生以上　▶参加費500円（保
険料）　▶持ち物運動できる服
装・体育館シューズ（ラケット
は協会で準備）　▶申込当日会
場で受付　▶問合せ町バドミン
トン協会冨田宅（☎・FAX766
―4585）
バドミントン審判講習会
▶とき4月3日（日）午前10時30
分～同11時30分（講習終了後自
由練習可）　▶ところ文化体育
館　▶対象町内在住・在勤・在
学の人　▶参加費無料　▶指導
的場幸枝さん（日本バドミン
トン協会公認審判員）　▶持ち
物運動のできる服装、体育館
シューズ　▶申込当日会場で受
付　▶問合せ町バドミントン協
会冨田宅（☎・FAX766―4585）
メンテナンスヨガ
　姿勢や骨盤の歪みによって
滞った細胞を呼吸やポーズで刺
激し、少しずつ身体を整えてい
きます。

▶ と き4月5日・ 同12日・ 同19
日・同26日、5月10日・同17日・
同24日・31日（全8回、いずれ
も火曜日午前11時～正午）　▶
ところスポーツセンター　▶参
加費4,200円　▶定員先着25人　
▶持ち物飲み水・フェイスタオ
ル・バスタオル・動きやすい服
装・上靴　▶講師谷しおりさん
（公認ヨガ講師）　▶申込・問
合せ同センター（☎768－2277）
バランスUP太極拳
　衰えやすいバランス力や下半
身の筋力アップなどに効果があ
り、綺麗な姿勢作りにもつなが
ります。
▶ と き4月5日・ 同12日・ 同19
日・同26日、5月10日・同17日・
同24日・31日（全8回、いずれ
も火曜日午後8時～同9時）　▶
ところスポーツセンター　▶参
加費4,200円　▶定員先着25人　
▶持ち物飲み物・タオル・動き
やすい服装・上靴　▶講師松本
崇さん（日本武術太極拳連盟公
認指導員）　▶申込・問合せ同
センター（☎768－2277）

お知らせ
固定資産課税台帳の閲覧・縦覧
帳簿の縦覧
　平成23年度の固定資産の価格
を登録した固定資産課税台帳を
閲覧に供します。
　また、土地・家屋の評価額な
どを登載した縦覧帳簿の縦覧を
行います。
▶とき閲覧＝4月1日～ 1年間、
縦覧＝4月1日～5月31日（土・日・
祝日を除く執務時間内）　▶と
ころ税務課　▶対象者町内に所
在する土地・家屋および償却資
産を所有する本人など（納税義
務者および借地・借家人）　▶
必要なもの本人（同居の家族）
＝運転免許証などの身分証明
書、借地・借家人＝賃貸借契約
書など　▶問合せ同課（☎766
―8702）
新型インフルエンザワクチンの
接種費用助成事業を終了します
　新型インフルエンザワクチン
接種費用助成事業は、平成23年
3月31日をもって終了します。
期限内に接種し、助成申請をさ
れていない人は、同31日までに
申請してください。
　なお、4月以降の申請は、受
付けることができません。
▶申請・問合せ保健センター（☎
766－1000）

問　合　せ
地域包括支援センター
　（ゆうあいセンター内）　

☎ 766 － 1200
＜住所＞

北田原字南山 14番地の 2　現在、養成講座を受講した約 600 人の
認知症サポーターが町内で活動されてい
ます。
　サポーターは講座で得た知識を活か
し、認知症の人やその家族の相談相手に
なったり、道に迷った高齢者に声掛けを
して家族や関係機関に連絡をとるなど、
さまざまな手助けを行っています。
　多くの人々がサポーターになること
で、認知症の人をたくさんの手で支える
ことができます。皆さんも講座を受講
し、認知症サポーターになりませんか。

介護予防

地域づくり

地域包括支援セン
ター

一緒に解
決しまし

ょう！
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　乗り物が大好きな伊吹
君！誰に対しても思いや
りのある元気な子になっ
てね。

　元気に生まれてくれて
ありがとう。これからも
家族に素敵な笑顔を見せ
てね。　

　4 月 1 日から同 6 日まで、国の登録有
形文化財の静思館で、「雛まつり」が開
催されます。
　明治時代から現在までのさまざまな年
代の雛人形をはじめ、創作雛飾りや段飾
りの雛人形など、大小あわせて約 200 点
が展示されます。また、今年は文化協会
20 周年の記念式典も行われます。
▶と　き　4 月 1 日（金）～同 6 日（水）
午前 10 時～午後 4 時
▶ところ　静思館
●お抹茶の呈茶、お弁当・お菓子などの
販売（1 日～ 3 日）
●琴の演奏（2 日～ 3 日）
▶問合せ　文化協会（☎ 766―0013）

静思館で雛まつり
約200点を展示　入館無料　平成 23 年度「ごみ収集カレンダー」などの配

布物は、各自治会を通じて 3 月中に配布される予
定です。
　自治会に加入していないなどの理由で、配布を
受けられない場合は、次の場所で受け取ってくだ
さい。
◆ごみ収集カレンダー
　クリーンセンター・住民生活課
◆健康づくり年間予定表
　保健センター・健康課
◆ふれあい予定表
　木津総合会館・コミュニティ課
※日生・六瀬連絡所でもすべての配布物を受け取
ることができます。
　問い合わせは、それぞれの配布元、クリーンセ
ンター（☎ 768―0818）、保健センター（☎ 766―
1000）、木津総合会館（☎ 768―0217）へ。

ごみ収集カレンダーなどを配布します

▲笹尾老人クラブでの出前講座

　地域包括支援センターは、ゆうあいセンター内にあ
る高齢者の総合相談窓口です。
　高齢者の皆さんが住みなれた地域で自分らしい生活
ができるよう、専門職員が医療・保健・福祉などさま
ざまな面から総合的に支援しています。
　今回は、同センターが行っている事業を「介護予防」
「総合相談」「権利擁護」「地域づくり」の４つの分野
に分けて紹介します。教室に興味のある人や相談のあ
る人は気軽に連絡ください。

　介護予防とは、元気な人も介護や支援が必要な人も、心や体の健康が低下
することをできるだけ防ぎ、自分らしい生活を送れるように自ら取り組むこ
とです。本来持つ自分の力を発揮することや自分がしたいと思うことに、元
気なうちから取り組む意欲が、介護予防につながります。
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介護や福祉に
　　　関する相談

　高齢者の皆さんやその家族、近所に暮らす人などの介護に関
すること、また健康や福祉、医療、生活に関する悩みや問題な
どの相談に対応します。
　介護保険制度の案内だけではなく、さまざまな制度の利用や
適切な関係機関の紹介なども含め、解決に向けての提案・調整
など総合的な支援を行っています。

　相談に行くことが難しい人は、電話
での相談や自宅への訪問相談も行って
います。
《相談事例》
◎介護サービスを使いたいが、手続き
をどうしたらいいか
◎そろそろ退院だが、自宅に戻ったら
心配
◎なんだか最近忘れっぽくなってきた
ように思う
◎おむつやパットの相談をしたいけど
聞きにくい
◎近所に心配な高齢者がいるがどうし
たらいいか

総合相談

　近年、虐待や悪質な訪問販売の被
害に遭うなど、高齢者が窮地に立た
される事例が増加しています。さま
ざまな要因が絡み合って、当事者だ
けでは対処しづらい問題を関係機関
と調整しながら一緒に解決します。
《相談事例》
◎悪質な訪問販売の被害に遭った場
合、関係機関に連絡し解決していま
す
◎一人暮らしでお金の管理や契約な
どに不安が出てきたが、頼れる身内
がいないという人には、成年後見制
度の案内やお金の管理のお手伝いを
します
◎高齢者虐待が疑われる場合、状況
を分析し、緊急性の判断を行いなが
ら、高齢者やその家族を含めた支援
をします

権利擁護

　職員が地域に出向き、さまざまな出前講座を開催しています。老人
クラブや自治会、各種団体でイベントなどを開催する場合はぜひ活用
ください。また、地域で講座を開催する際には参加ください。

　認知症や寝たきりの予防、介護
保険制度の説明や介護・介助の方
法、高齢者向けの料理教室、認知
症の人との接し方などをテーマと
した出前講座を無料で実施してい
ます。受講後すぐに実践し活用で
きる身近に使える講座内容です。

　教室に参加するようになっ
てから、積極的に体を動かそ
うと意識するようになりまし
た。
　教室に行くまでは、家に閉
じこもりがちでしたが、散歩
にでかけて、近所の人とお話
したり、表に出る回数も増え
ました。みんなと接したり外
に出ることで、元気になりま
した。毎週の教室が楽しく
て、とても待ち遠しいです。

眞鍋　恭一さん

元気アップ教室参加者にインタビュー！

あなたを支えます！
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出前講座
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至日生中央

保健センター

バス停
「ゆうあいセンター前」

至川西

至篠山

自動車教習所

猪名川町役場
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地域包括支援センター
（ゆうあいセンター）
猪名川町社会福祉協議会

至つつじが丘

▲悩まずに相談を！

▶サポーターの証
オレンジリング

◀
講
座
の
様
子

▲元気アップ教室で筋力アップ！
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『ヒブ』・『小児用肺炎球菌』ワクチ
ン接種を一時的に見合わせます

　国はヒブワクチンおよび小児用肺炎球菌ワクチ
ンを含む、ワクチン同時接種後の死亡例が 5 例報
告されたことを受け、3 月 4 日付けで、これらの
予防接種を一時的に見合わせることにしました。
　今回のワクチン接種と死亡との因果関係につい
ては、現在、国において詳細な調査が実施されて
いるところで、現時点では不明です。
　このような状況から、町でも国の接種と死亡と
の因果関係の評価結果が公表されるまでの間、両
ワクチンの接種を一時的に見合わせることとしま
す。
　また、当該ワクチン接種を予定されている保護
者の皆さんには、国からの通知があった段階で、
町広報紙やホームページなどでお知らせします。
　問い合わせは、保健センター（☎ 766―1000）へ。

元気アップ教室参加者にインタビュー！

認知症サポーター
養成講座

＜３＞ 広　報　い ＜２＞平成２３年（2011年）３月１５日な　が　わ


